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薪炭林 tx x改良試験地 c 長崎型西彼杵郡大演戸町)のつ調正結果 ・ 

特にカシお］とコジィの成育について

林業試験場部営部長 小 幡 進

朴業試ま場熊本支場 細 井 守

同 上 * 田 代二郎

I 字えがき

過去長い間、コ ジイは用材と しても薪炭材と しても林薬報営の合目的性に合致しない、む 

しろ邪鹿にた る 不良樹松であ る と考夕 らiれcきた。Nに詳 し く 述べる な らばわが国の西南部 

ﾡの広卜特にび炭林施業の一た目行はコジイ を如何に して根絶•するかという ことにお 

か、このために多くの努力がなされてきた。何ならは、 コジイﾡ成長が早く若くして長 

大径木にな る代 bに役に立た な木は少な いた めであって、炭 にすiuば一般雑木以下の下越 

品であり、ﾡにしても不良で価価がない上に、旺盛に伐 蜀曜に跋と しﾡ炭と して優良なカシ 

頭を被圧減少せ しめる か ら でb る。

しかしながら、こ の樹種の I報 な 活力 は心4 uわiuの 希 や そ のため に払 才 したいろいろ 

の句力 に も拘 ら歩 にめて小面積の記験地等は別と しc一には決少するどころか短代期の

線返しの独歴と共に益々多くな りつつある現状で、一方時代の移り変り と共に最近では

2 の; 力まれっづけて きた コジイにも新 しい利用の道か砌か 払 十数年以前には想像 も さ れな 

»つたバルプ用材やまた最近では木村舗化の原料にも従われだそうと している。

とにかく日 本西市部の広い吸林地の 多 く の林地で、更新が容易で しか、も 早期の成長量 

»しく大きいこのコ ジィについては、必ナしも他世種に転投する ことだけを考えないで 

。5 一座 こ の樹ぜ:の集済的な優位 性につい てい ろい ろの角度か ら 再校討を加え るべきでめら 

う。

しかし、ここでは一応それはそれとして、銀者等は去る叩和30年1 0月下ﾡに、長崎県 

西彼杵郡大瀬戸町にあるﾡ炭仲樹種改良試験地 を詞査したので 本試験地設定の目的であ 

a カ シ頭そ の他読じ村と しての有用樹種を如何にすれば殖やす こ とがで きるかとへう 純技術 

的な設問を解明するた め に採 られたWろいろの施業手設を通 して カ シ類やシ イ 類やその 他 

いろいろの機種がどのように消長し育の表を変えてきたかについて ありのままのデータ 

_を報告し、併卜せて二三の 見解を述べ説者のご参考に資し庭い と 思う。



最後に本調査を行うに当つて御協力下さつた長崎営林署の方べ、殊に署長の横足助二氏に 

厚くお礼を申し上げる。

また区表の整理に協力された本場杯営部の山良雄・小ﾡ久の両君にも深く 謝を表する。

I 試験地の概況

この試験地は、長崎営林 理管内 的奇県西彼杵郡大瀬戸吋字藤の平 国有林 8林班と 小班内 に 

昭和 14年3月 に設け られたものである。

c第1図 試験地の位漫図参照)



っ図 試験地 の位置

試験地



この附近の国有林はその多くが古く から新炭林と して施せられ、知代期や採をを区 し 

て突行されてきた上に、務炭として優良なカシ類が殊に激しへ武伐にあい、更によたこのニこ 

方の気象が吸の影ゴによる吸V潮風の常風によつて土地を秘操させ易 く またか岩縦:高月一 

岩頭で士地の乾録に更に拍車をかけ易い ことなど と相まつて、著しくコ ジィの区勢な分が: 

多い。この上 うなコジィの優勢な林分’こ、今並通りの短代期の者代をも繰退していけ 

次第にカーッが侵入、しはしめ地床はッ ラジからﾡコ シグの羊苫項が繁茂するに至 りミ 

C は広葉樹は シャシャン ボやネズ ミ モチ等の委性な流木周が:放生するのみ となり 土地 E産性 

の低いわゆる悪休地に移行するものと 考え られる。現に この地方の山 々の中四以上にた 

このょ うな痛ﾡ化した林地が至る所に散在している。従ってこのようなコ ジイを主休とする 

牀分は 今后どのよう な技術の投入によって、この地方のﾡ2相であ=カシ加を主体と さ基 

良ﾡ炭林と しての林相に誘場感する と とが:でき且つその優民林相を維持しつづH < と とこ。 

るのであろ うかというととが問題のﾡ点であり、この試験地設置の目的もそこにあつた。。 

ある。

たため計書的な ものではないが次の 2回の調査報告がある。 ・

1)昭和19年2月 熊本営局計式課営朴局技手加藤科一 c 現在料野庁監査課〕他2名に上 

る調査夜命書( 現在林薬供歌場熊本支場にて保管 ゝ ・

2 ) 昭和 2 6 年6 月 熊本営林局計曲蝴林技官安井正霊他 1 名がﾡ りまとめ、昭和26 
年11月開仙の部 60回 日本林学会大会に 講演発表 したもの(日 本林学会誌第 3 3 巻第 

1 2号に要旨載)

態本営林局におては、このような問煙を解明するために和! 0年前後からいろいろな 

調査や試験を行つときたが、この数翻也もその一つと して設けられた もので 戦にょ こ 

何等の 被害もうけ なかつた現の唯一の貴重な試究地である。

このス林I改文良試歌地は海抜75約200m、 後より約3knの位世rあつて、l 
腹の中腹以下に位研 し地財 は南東向緩傾斜、 岩は結』す岩類で雲ﾡﾡ岩が大部分であこ

土壌は植士すたはﾡ上で適潤である。前にも述べたように,この地方はﾡ流のでな 

岸にはコ ウ等の熱樹が点在し音崎市附近の海岸地方とほに同様の年平均知退 1 70iにi 
し、雨量は年1.500mm程度で九州としては比較的少く、その上海風のルが大せいので 

土ﾡが燥 し易v。試験地になる前の取扱Vは大正元4にク スの人工ﾡ料を行い大正 2 年か 

ら 8年で毎年一回手入が行われてきたが大正I 0年造に植料されたクスの7割余が枯死し 

て しまV一般広葉樹の侵入が多力つたので、 クスと一般広ﾡ樹の漫変林と して施業する こと 

に取扱方法を変更し大正!O、 11年の両年に混交林としての手入を行 大正I 2年に人王 

造林地台帳か ら天然生育地台ﾡに移掲された も のであ る。

な太、この試験地は設置 された叩和 1 4年当時熊本営林局に在動 していた筆者のー ヘ小伝 

進が企武し役定業務の主変を担当したものである。

ﾡ して昭和 1 4 年か ら今回 の調査を行 5 までの約 I 6 ケ年問は戦時及 戦后の 混乱期であつ

4 —'
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II 試験地の区型

試験池は第2回(試験地区図)の上5に面むO.8Sha80m*!I 0mの形形で 

次の5分地に区されている。

I)第1分地 弱度択代区〔 面積0.2 I )
この試験地内にある約84の主要樹種をﾡ炭樹種としての優位性から上位、中位、下位 

の3区分に分題(第1～3表参照) し、そのうち上位及中位の樹種を保残し下位世種の 

みを伐採する こ とを原則とする択伐方針で設けらiれたものでR和 I 4年の択代施行特果 

c 第6表参間)は本数で4 5.5%、材積で 0R% 余が保残され、コ ジイ は全部伐採され 

た。

2)第I分地 強座択伐区(面積01)

第1～3表の分ﾡに上 り朝炭松穂と して上位の樹種のみを保残し、中位及下位のものを 

伐採することを原則とナる択代方針で設けられたもので叩和 1 4年の択伐施行結果は本 

数で31.0% 材積で6.5%が保残され、 コジイは第I分地と同様に全部代採された。

う)第重分地 普代区(面町64 , ,
んC ・ んC

この分地は周囲 に 5 mﾡの抱護ﾡ〔 両面i積O. 09)を残し その内部〔 両積ひ.15)が 

ﾡ伐された。

ん
4)第T分地 比絞区の一(両O.I 1 )

昭和1 4年当時25年生であつた林分を比絞のためそのまま保存した分地で、第2図で 

明らなように第I、第I、第I分地の傾の上位部に設けらiれた。

5)第V分地 比散区の二 (m積«イ! )

第N分地と同じ保存分地であるか、第2図で明らかなように第I、第I、第I分地の傾 

斜の下位部に設け 6れた。

一 7



第2回 新炭林樹穫政良試験地画 図
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第Iジ ﾡ炭と しての上位樹種

•学 名 和 名

Camellia japonica LINN. ヤ ブッバキ

Camellia Sasanqua THUNB. サザンカ

Clethra barbinervis SIEB.et ZUCC. リョウブ

クマノミ ズキCornus brachypoda C. A. MEY・

Distylium racemosum SIEBset ZUCCs イスノキ

Eurya japonica THUNB。 ヒサカキ

Ficus erecta THUNB。 イ エビワ

Glocnidion obovatum SIEB.et ZUCC. カンコ ノキ

Ilex integre THUNB。 . モチノ キ 
_______________________

Ligustrum japonicum THUNB・ ネズミモチ

Lgonia ovalifolia DRUDE var. eユliptica HAND-NAZ2 ネジキ

Pieris japonica D. DON セビ

Pourthiaea villosa DECNEavar. laevis STAPF カマツカ

Premna japonica MIQ. ハマ ク サギ

Prunus Jamasakura SEBset KOIDZe ヤマーザク ラ

Prunus spinulosa SIEBset 2UCC。 リ ンボク

Quercus acuta THUNB . カガシ

! Quercus glauca THUNB. ブラカシ

Quercus paucidentata FRANCH ックバネガシ

Quercus salicina BLUME ウラジロガシ

Quercus serrata THUNB。 コナラ

Rapanasa neriifolia MEZ タイミ ンクチバナ

Rhododendron Kaempferi PLANCH. ヤマ ッッジ

Styrax japonica SIEB.et ZUCC. エゴノ キ

Vaccinim bracteatum THUNB. シヤシヤンボ

Xylosma japonicum A. GRAY クス ドイゲ

C 備考> 配列は学名のアルフアペット順による
_ . . __ ___

ﾡ炭と しての中位樹ﾡ第2
学 名 和 名

Apnananthe aspera PLANCH。 ・ク ノ キ

Cadtanopsis cuspidata SCHOTTKY var. SieboldiiNAKAl シグンイ(イタシイ)

arpinus spp ・ . シ子頭

tis sinensis PERS var. iaponica NAKA工 王ノ

leyera japonica THUNB。 サカキ

Dendropanac trifidus MAKINO カクレミノ

hretia ovalifolia HASSK。 チシヤノキ

_aeocarpus kobanmochi KOIDZ。 コ バ ンモ チ

uscaphis japonica LANITZ コンズイ

ieiicia cochinchinensis LOUR。 ギモガ シ

Ilex Buergeri MIQ. シィ 子

E1exx latifolia THUNB. ララョ ウ

Llex purpurea HASSK。 テナミキ

r1ex rotunda THUNB。 * ク Pガ ネモ

[1licium religinosum SHEB.et 2UCCs シキミ

Ljndera erythrocarpa MAKINO ナクキキ

iacnilus Thunbergii SIEB.et 2UCC. 方 プキ

leiosma rigida SEB.et 2ucC。 ヤマ ビワ

fchelia compressa SARG. オガシマノキ

1yrica rubra SIEB.et ZUCC. ヤマモモ

Pasania edulig MAKINO マテバシ イ

Pasania glabra OERST。 シ リ ブカ ガ シ

Picrasmg quassioides BENNa ニガキ

apindus Mukorossi GAERTN。 ムクロジ

5ymplocoS kotoensis HAYATA ミ ミズバイ

Bympocos ancifolia S-EB.et 2UCC・ シロバイ

5ymplocos theophrastaefolia SEBset ZUCCe カ ンザ ブロウノキ

ietrnstroemia gymnanthera SPRAQUE モッコク

riburnum Awabuki K. KOCH サンゴジュ・

riburnum japonicum SPRENG。 ヘクサンボク

c備考〕 配列 は学名のフル フ ベッ ト 順に よ る

-8- 9



ﾡどと しての下位樹種第3表

学 名 |和 ______名

Actinodaphne lancifolia MEISN・ ョノキ

Albizz-ia julibrissin DURAZZ. ネ ノキ

Callicarpa japonica THUNB。 ムラサキシキ

Callicarpa mo11is SIEB。et ZUCC. ヤ ブム ラサキ

Castanea crenata SIEB.et ZUCC. . クリ

Castanopsis cuspidata SCHOTTKY ッラジイ(コシイ)

Cinnamomum Camphora SIEB. . ク スノ キ

Cinnamomun.jeponicum SIEB・ ヤ ブニツ ケイ

Damnecanthus indicus CAERTN, fi1. ア リ ドオジ

Daphnipュyllum macropodum MTQ. ユズリへ

Deutzia Scabra THUNB。 ラ シ

Diospyros Kaki THUNB.var. szユvestris MAKINO ヤガキ

Dio spyros Morrisiana HANCE ト キワガキ

Kalopanac septemlobus KOIDZ。

Lindera 3itriodora HEMSL. テオモジ

Machilus. japonics S-EB.et 2UCC。 ア オガ シ

l4aesa japonica MORIT2エ イ ズセ ンリ ヨウ

Miallotus_iaponicus MUEIL, ARGa ・ アカメガシワ

Neolitsee aciculata KOIDZ。 イニガシ

Neoljtsea sericea KOIDZ. シ ロ グモ

Platycacya strobilacea SlEB.et 2ucC。 ノ フ 王

Rhus chiaensis MLLLER 。 ヌルデ

Rhus brichocarpa MIQ。 ・ ヤ マ ハゼ

Symplocos lucida S-gB.et 2UCC. ・ クロキ

Symplocos mJrtacea SIEB.et 2UCC. フイ ノキ

Symplocos prunifolia SIEB.e*t 2uCC。 ・ クロバイ

Zanthoxy-um ailantnoides STB.et 2uCC. カ ラ スザンシ ヨ ウ

Zanthoxyum schinifoliurn SIEB.et ZUCc. イ ン ショ ウ

C 備考) 配列は学名のアルフ ァベッ ト順による

IV 試験地の間ガ法

1う試験地の林分四は、5分地毎にC神代区は山に抱護樹帯と林代地に分けゝ空でに

I に以上の木を燃人を用いて 2 c时百約によ って毎木調査を行い、世高 233本の切 

m本とついて1m約にて岡の上 次の第4表に示すナ胸で〔確と樹商の相隣を作製 

L 昭和 5 4本営林局調戦の工木砕材積炎を川 いて各分地別 松種別サ積を3出 した

A?： •
昭和 1 4 年 3 月 及昭和 30年1 0月 の両調式共以上に述べた全 く 同-つ方法に上 った 

ものである。

2 , 試険地 の 地形研査は 昭和 1 4年3月にポケコンバスによつて! m毎のぐ所5線をが張し

た。

c第2図参照〕
5試政地の伐採はI時動地のら法ので述べた各分地の設定方によっで 叫和 1 4 

。3 月 m和 30年10月 に択代木及ﾡ代木を程定の上代採 し I及I 分地の択伐区は 

和 1 4 年の調在の場合のみ択伐后の都M度を毎木に樹ﾡの直確を測定 して3出した。

そ の結果は第 5 表の通 りであ る。

一||一



第 4 表 月7直径 と ﾡの相関表

A B C■ - D
B7直直I径 , 樹 高 BJ77直I径 樹 高 B7mI 径 樹 7 胸7直径 樹 高

cm : m Gn m C ア C

2 4 2 4 2 4
4 6 4 5 4 4
6 7 6 ヽ7 6 5

8 8 8 ' 9 8 6 8 1 2

10 9 1 0 1 0 1 0 1 2

・2 1 0 1 2 1 0 1 2 1 3

I 4 1 0 I 4 11 I 4 1 3
I 6 11 1 6 1 I I 6 1 3

1 8 1 I 1 8 1 2 I 8 1 3

2 0 11 2 0 I 2 2 0 1 3

2 2 ! 2 2 2 I 2 2 2 I 3
2 4 I 2 2 4 I 3 2 4 1 3

2 6 1 3 2 6 I 3 2 6 1 4
2 8 I 3 • 2 8 I 4 2 8 1 4

3 0 1 4 3 0 1 4
3 2 1 5 1

3 4 1 5
I ・

3 6 I 5
・

1 1

備

A はカシ類その他常緑広葉樹(シイ類 クスノキ、ッバキ、 サザンカ、 

ヒサカキを除く )

B はシイ類、クスノキ、その他ﾡ葉広葉樹

C はッバキ、 サザンカ、 ヒサカキ

考 D はマツ類

に夫々適用す る 
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V 調査結果

Va 総括的締果 ・

昭和 I 4年の伐採前士上び俊採後の残存木 Fg和730年の伐採前士よび伐採後の秘存木等を 

各分地別に、ﾡ炭として上依、中依、下位訓に、 本数及材税を一見できる表として収りまとめ 

ると次の第6表のよらである。
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I ますこの第6表から、昭和 1 4年の試験地設置当時との試験地の5個分地の各林相がどの 

程度の近似性をもつていたかをわ力り易く一目で見えるように区示 じてみるとャる及第4 因の t 
う になる。

第3図 は確当に投算 した各分地の本数、材積を 図示 した も のであ るが、材ﾡは 第 I 分地の

1 9 3.m3 0 9 5を最大、第I分地のI 6 6.7 1 8 7を最小と し、いナれも大差なく近似し 

ている こ と がわかる。

本数は第I ～第N分地はいナれ も8,000 本程度で殆ん ど差興はないが第V分地のみはﾡ斜 

の最下部に位置 してい るた め他の 4個分地に比べて約 2 倍の本数があ る。

保存区と して比のための準に利用する場合にはIV及V分地の平均値を用い、 土地による 

ﾡ差をなるべく打消す方針ではあるが、それでも本数は第I～第I分地に比べてかなり多い。

次に第4区各分地別に炭材樹ﾡとしての上、中、下別の樹種区分別混交歩合が近似してい 

るかどうかをわかり易く図化したものもあるが、 これによると第I～第I分地及第Nと第Vの 

比桜2区の平均では本数に於ても材積にいても、炭材樹種としての上 中、 下別樹種区分の 

ﾡ成が極めて近似しているととが上 くわかる。
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と ) 以上でこの試験地が、こ の種の試験地, しては各比較分地 と も 可成 り 近似した林分構造を 

もつているこ とがわかつたが次にとれらの:分地に昭和1 4年にどの上 うな伐採を行い、 その 

補果昭和130年にはどのよ う な林分に推移 し カぶ、そして央た昭和3 0年には更にそれに応に 

て どの ような伐採 を行つたか を、材積についてわかり易く図化してみるとオ5図のようになる。

すナなやち、昭和1 4年の伐採ではオI分地はﾡ炭と して○上及中位樹ﾡを隔当1 8m7 672 
(保残歩合1 0.88 ) 保残の択伐を、 オI分地は上位樹郡のみ、を阿当1 2.5 119 (保残歩 

・ 合6.2%5 保残の択 を、才I 分地は 皆伐 を 実行 し た。

その結 果昭和 30年 にお いて はォ I 分地は田和 1 4 年当時(林令 25年) ○材ﾡを上廻 る ま 

でに成長し、しかも上位及中位樹輒がいずれ も 2倍余に増加し、反対に 下位樹種は減少した。 

ォI 分地は上位樹 ﾡのみ を 保残 し たの で、 上位樹種の 成長が若し く 大き いのが 目 立つ。cれらに 

比べ皆伐したォI分地は林相が他の 2 つの択伐区 に比べてﾡし く 劣つているのがはつき b して 

いる。このよ うな状態に*いて昭和3 0年の秋に更に昭和1 1年と同じ趣旨で択伐及皆伐を実 

行した結果、この図でわかる よ うにォI分地では保残材積断当4 2.n1 234 (保残歩合24 
%。 )ォI分地では保残材積昭当2 8.。 348 (保残歩合1 7.%。 でおる。この昭和3 0 
年の伎採、ﾡ炭と して優良なカシを主体とする林分へのﾡ進的誘4のための択伐が技術的に 

どの上 うな効果を現わすかを更に究めるためのものでかつて、今後貴重な資料を提供するでお 

ろ うと期待される。

(Fざ (松) 
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R川S ﾡRa 时
や上イ営得地やa 2 トビぐ型(れN4でN) ネ曰ぐ担(で)

3次にH和1 4年及明和3 o 年の各分地別林相を新炭材と して上中下の樹種区分別の村積 

突歩合で図表化して比救しCみると第6図のようになる。

前の第5 図及そ の説明 で ゃ 大体は わかる ことではあるがこの第6図によつ て択代区 協代 区 

及紋のための保存区の夫べの曲種構成が叩和1 4 年から昭和 3 0年までの1 6年間に著しく 

相県してきて り、 夫々特長のある明ﾡな変化の方向に進んでいる こ とが一岡よ く わかる。 

すなわち第 I 分地では この I 6 ヶ年に下位崛の材積は 7 7.% 2 から 5 8%2に激減しそ北 

に代って上位及中位樹種 カ洪に激増 してそ の合計は 2 2.68 から 41.%64 へと 上昇 している。 

.そ らく昭和3 0年に前に述〜た上5な第2回目の択代を突施したので 次の代採予定年であ 

_ 品gm4 5 年uに は ﾡ炭 としての上、 中位樹種 が会 ﾡ積の過半 を占むる林相にまで 多 し得る 

であらら と想定される。

2gI分地は、上位樹種のみを保残した分地であるから上位樹種の林積は昭和】 4年の8%6 
ら開和3 0 年には実に 2 5.% 4 にまで増加しそれに応 して中及下位樹種が減少 している。こ 

の分地もおそ ら く 吹の代期には上:位樹種が半数近 く を占める優良林相に到達し5 るであらう。

これら に比べ皆伐区で ある 第I 分地は叩和1 4 年も昭和 30年 も樹種の構成が殆し ど同 で 

がない。つま りこの種のつ森林-回位のﾡ代では二次林の林相に殆んど変化を及ぼさない 

»いらこと がはつ さりと わか る。

と こ ろが第 W 及第 V の 2 つの保存区は共に下位樹旅り割合が階加 しそれに代つて上中位の樹 

キ aの樹合が滅少 してい る。下位樹種の主休をなすものはコジイ であ り、上位樹極の主体を なす 

ものはカシ類であるか入 別言すればとの種の森料では25年生から4 I 年生の森林に進むに 

品い-M= ジイ 優勢 シ類劣勢の 傾向がはつき りとでてくる ことかわかる。 おそらく この傾 

な今後数十年はつづく であ ら う しかしコジイ は九州の常緑樹と しては比較的寿命の短い

Hrであるから、やが:てはコ ジイに代つてカシﾡが優位を占むるﾡ生の突化も予ﾡせられ従つ 

- この試験地は今後奨く保残され計書的な調流をつづけられる ことによって 暖の常禄広薬葉 

樹林の作業法に貴重な資を拠供する であ ら 5。

な 第N分地 と 第 V 分地 を 比較すれば 明 ら かな ょ5に 山傾斜面の上位部であ る IV分地は下 

樹種の混交歩合が極めて高く、谷に近い險; 面の下位部である V分地は上及中位樹種の混交 

歩合が比較的高い こ と も注目すべさ デーク ーであら5。

一 2 0 -



ャと図 H各和ノム、30両ﾡ、おける各別. 執炭ヒしての

4 ) に多少 くどく なる が、各分地別の昭和 1 4 年か らﾡ和 3 0 年ま での 1 6年間のつ成長量 多 

ﾡ炭と しての上中下の初区分別に凶化してみたのが次の第7 区である。

この図でわかる と とは択伐区が皆伐区よ りも20%余り も成長衆が大きいと い5 こと、比式 

のための保存区は2 5 年生から 4 I 年生に至る 1 6年間の成長ﾡであるが普伐区上 りも成長症 

か大で択伐区に近い旺盛な成長を なおつづけて いる という こと、樹種区分別には択代区は択 

の方法に応 じて上及 中位樹種の成長が皆代や保存区に比べて しく高いこと、等である。
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5)このょ らに前に掲げた第6表の総括表のなかから主な問題点を図化してその結果を消化し 

てみると、昭和1 4年に行つた2種の択伐が、成長武にいてもまたﾡ種の改良にいへても. 

かな り大さい効果が:ある こと がわかる。

この試験の主目標は薪炭と しての殴良樹種が過半量、 できれば8 0%程度を占むる林相に成 

長をもとすことなく勝しうる技術の解明にあるのであるから、少く とも次期の択代期〔昭 

紀45年を定) における調結果を会たなければ、 すべての結論を出ナことはできない。

しかし少くともこの!6年問の福過にょつて この種の森体にとつては、このような択伐手 

設が:成長の増大にもまた樹祉の改良にも有力な技術である と いう こと は7言 る ことができ

る

ただここで-つ断つてかばならないことは第I分地のﾡ伐区は数面という よ う な大きい 

面積の省役地ではな く 周囲 に 5 mの抱艦樹帯 を め ぐ ら した 画積 0.1 5 の小皆伐地であ る と 

い5 こ お上び 2 種領の択伐区も夫々三方は c 一方だけは 2つの択伐区が直接相接している) 
ha

ﾡ伐区の抱護樹帯とほほ同様林相につつまれた夫^0.2 I の小而法であ る という ことでoる

カシ類とコジィの成育

ここでらカシ頭とはアカガシ ・ ラカシ ・ックバネガシ ・ 及ウラジロガシの4樹種を総称 

する ものであるが、この試験地は各分地と もﾡ炭と しての上位樹種は材積でヒみい家15令会みカシ森 

であり、また下位樹種は突にその9割余が:コジイで占められている。第7表は昭和30年に 

ける 各分地別の シ頻とコジイ が夫* 上位及下位樹種村銀の 5ちに占める 割合を示した も ので

ある。

この上5にカシ類と コ ジイは夫々上位及下位樹種の代表と も言ふべさ重要松種であるから、 

この両者の成育についで神に調査結果のデーターを抽出して検討する ことにする。

交 ずカシ類及コジィの各分地別、調査時別、ﾡ級別本数材積総括表を作つてみると第8表の

よ らになる。

—



第7表 各分地別カシ類コジイ別の夫べ土位及下位

樹種材中に占占める物合(昭和13 0年

.-.樹 種 
\\摘 -- 

分 \ 要

地 \、
\

名 .

カン頭 コジィ

上位樹種中 に 

占める材積の 

ﾡ合 %

下位樹種中に

占める材積の |

曲合 %

第I分地 66,2 93,1
第I分地 63,5 89,2

|第m分地 66,3 9 0/, 2
| 第IV・ V分地の平均 66,4 93,6

平 均 65,6 9 1 ・5"
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ャ表 カシ類忍ユ ジイ の各今地別. 調査時引. 各領別本数ﾡ積総格表 (陌当換算>
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このまはかたりた大であるから更に問題点をわかり易く よみとれる上うにカシ類とコジイを

引表にしてもつと単純た:式にルり ま とめてみる と第 9 ま第! O 表のよ うになる。

そこでまナ第9ﾡの各分地別カ シ頭の本数材積の推多表か ら校討を してみよ う。 

カシ頭についてうかがえる ことは

1)択伐区はﾡ伐区に此べて約 2倍の成長量がある。

2 )保在区の成長量は#介2 5年から4 I 年までの期間のつものであるか、この区の成長果は択 

伐区の V3 余に過ぎす目立つ て少い。

3)年級区分別材積をみると、択代区の保残木が択代施行に上つて急激にのびてきた。

4)反対に保御区のょう に#介2 5年以上の森#ではカシチはコ ジイに渋圧されてその仲びが

わる く、情伐区上 り もなな成長が低い。 ・

こと等である。

次に第1 0 炎の各分地別 コ ピイ の本数村積のつ推移表を検討 してみる と、コジイについて う か

がえることは .

1)カシ頭と成育の特が全くﾡつているといらこと。 • ・

ナなわち

2択伐区が最も成長量( こ こでいら成長ﾡはその絶対価ではな く 表に示されている上 う に昭 

和14年の材西を1 00と した場合の 1 6年間の長の%をいう )が少く、ﾡ代区の9 
用程度に過ぎない。

3)反対に保存区ではも大きい成長量を示している。

4 ) え た幽区分別材積を見れば 保存区において上岡木 C 承您の比較的大き いもの) の仲び 

が目立つて大きい。

こと等である。 .
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第9表 各分地別カシ類の本数材積の多表

本数は本、村積はm

分

地
 

名 

第I

分
地(

弱
巒
伐
区) 

一
 

第
五
分
地(

強
度
択
伐
区)

一
第
亚
分
地
皆
伐
区).

第
吁
分
短
比
較
区))

調

査

時

昭和 I 4年 

_俊採前 
昭和I 4年

本数

付書

本数

俊採後 材積 

昭和30年本数

伐採前 材積

昭和3 0年 本数

俊採後材積
H和1 4年 本数

伐採前 材積

昭和1 4年 太数

代採後 材 種

H和13 0年 本数

伐採前 村積

昭和 3 0年 本数

伐採後 材 積

昭和I 4年 本数

伐採前 材 積

昭和30年 本数

伐採前 材 積

昭和I 4年

昭和3 0 年
材積

本数

材積

本
数
材
間
別

本数

ﾡ区分,. |
2-8 1 0-1 8 20-2 8

1234 95 1329

92595 4.3334 1 35929

928 24 952

6.8624 1.1 61 9 80 24 3

1.077 238 I 8 1333

&851 9 131333 53667 27351 9

944 123 4 1071

73981 73238 15429 162648

1396 37 1.433

&7957 1,9 857 1Q.7814

1096 33 1129

7.4595 1.4 3 81 8897 6

1.20 I 243 8 1452

9,339 I 1 5B33 23524 2 6.82 4 8

972 110 4 1086

65252 5.80 95 1.5429 138776

1.414 79 1.4 9 3

7,2614 4,。 533 1 1.3 1 4 7

1.7 94 6 1.80 0

9,3467 0.2 6 66 9.6 1 3 3

1.660 63 1723

8.4 61 9 40681 1 1 2.5300

1.073 1 63 1236

9.1 38 I J Q.3501 194882

- ・ ・ - 28 一

和I 4年 
伐採前の本 
数 材積に

する %

I 0 0.0

I 0 0.0

71.6

5,90

1 00.3

20 1.2

1 0 00

1000」

7 88

825
101.3

2 4 8.8

1000

I 0 0.0
I 20.6

850

I 0 00

1 0 0.0

71.7

I 5 5.5

782

o

f

3

3

5.- 

8
 
5

8
 

2
 
5

位立本数は本、材書はm

第10表 各分地別コジイの本数、材積の推移表

分 ・調
径級区分 Cmmu ・

日和I 4F 
ミ前の本 
女 材税に 
する %

日和14年 
代採前の本 
数、村積に

時 2-8 0—1 8 20—2 8 3 0-3 8 手間の成長 
量の %

ﾡ和14年

伐採前

本数 1.347

1 68 666

1300

947143

58

11.4 5 72

2.7 05

I23.P3 81

1 0 0.0

1 0 0.0
昭和 3 0年

俊採前

本数

材茄

3.1 6 3

377338

949

54.04 76
医
区

1 2

3933 4
4.1 24

95. 148

1 5 2.5

7 7.8

I 5 2.5

7 7.8
H和! 4年

依採前

本数

材書

1.453

1 6,87 9 0

1.333

103,3905

57

1 0.8476

2.84 3
13 11171

1 0 0.0

1 0 0.0

択 g和3 0年 

俊採前

本数

材積

3486

43.1 852

1.048

59,9334

4

1,338 1

4.5 3 8
1044 567

1 5 9.6

7 9.7

I 5 9.6

7 9.7

車】 4年不数 768 1.159

9.2873| 90,3067

53

1 1.0533
1.980

1106473
I 0 0.0

1 0 0.0
/ 
後 

区

H和3 0 年

代採前

本数

材ﾡ

2,44 0

278760

1.053

65,6733
3.4 93

93,5493
1 7 6.4

8 4.5

I 7 6.4

8 4.5

V
; 夕

ﾡ和7 4年

一

本数

材秘

21 00

22 341

1.2 2 8

927500

6 7

134864 ! __

3395
12842051

1 0 0.0

1 0 0.0

区

パ年 本数

梱

く 982
ノ！ 68972

895

8 1.7 6 37

54 1

i 1333546

68

36.1590

| 2.4 86
258。1745

7 3.2

i 2 0 1.0

-26.8

I 0 1.0
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たも択役区においては極カカッ類を保残したのであるから、以上述べたことは唯単にその択

伐の効果がかな りはつき りでている とう ことの変からの表現である とある種度は言えるのか 

も しれなv。

しかし少く と も保存区におけるカ シ類とコ ジイの優歩のすう勢は、そのことと は無関係な両 

者の個性の現われでめる と 思われる。

次に もう一度カシ類 と コ ジイ の無設別材積のつ推移を図によつてながめて両者の特長を更には 

っき り と歡出してみよ 5。

ここにﾡけた第8図は第I分地、第9図は第I分地、第1 0図は第I分地、第1 1図は第N 
及第V分地の平均にけるH和14年及川和3 0年の解統別C 2c毎)材前の推移区である。 

1)第8図をみると第I分地(弱度択伐区ゝでは、HG和14年にはコジイが圧倒的に任勢で力

シ類は完全に被圧されていたのが、昭和 I 4年の択伐に上つて明和3 0年には直径1 8c 
以上の比紋的上岡大径級太の材積は、カ シ類の方が却つて コジイよりも 優勢とい う 著しい 

林相の変化を招いて し、る ことがわかる。但し番1 8c以下の比統的小径設木では僅に接 

近し縄たとは言え、 な者しくコ ジィがカシ類よ り も区勢である。

2 )第9図をみると第I分地(強ﾡ択代区 ゝでは、第 I 分地の場合と全 く 同 じ傾向である こ と 

かわかるが、をの程度は更にひどく昭和 I 4年の状代の結果和30年にいてはで越16 
5以上の 比垓的上席大径木では カシ類の 方かかな り コ ジイ を圧倒んとする勢いにすらむ

る。

3)範 I 0区をみる と第m分地(皆伐区 ) では、 カシ類と コ ジイ の成育の関係は昭和 1 4年 

M和3 0 年殆ん ど変り がな く、ただ昭和 3 0 年は林令 1 6 年生で昭和 1 4 年の 2 5 年生 

の場合上り 林令が若いだけにそれだけ相対的に径級が小さ く 総材積も また少い と V、う こ 

L ゅわかる だけであ る。従つて 前に も 述べた よ 5 にこの種の森では一回の皆代によつて 

生じ る二次林は、皆伐前の前生林卜とほほ同様の林相を持統する のと思われる。

4)最後に第 I 1 図をみる と第N及第V分地の平均(保存区 ) ではﾡ和 I 4年C 株令2 5年) 

か らH和3 0 年(材令4 1年)の1 6 年間にシ類と コ ジイ の優劣の差は一設と ひどく な 

り、カシ Mは その最大径級は1 6年間に会く変化サ、唯位に6-1 8cゅの各比較的小番 

誠にいて戒分の脱長をみたに止つているの に対 し、ョジイ はその最大径越は 2 4cから 

3 6 aaに仲び、圧倒的に優勢江成長を 遂げてきた こと がわっかる。
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IV むすび

われわれが今回 この試験地を調査し取 りまと めてほみ取 り得た問題の所在と その解容をでき

る だけ簡明 に述べて みる と 大様以上の よ 5 であ る。

は じめに ゃ,ふれたよ うに、コジ イ の新用途の開拓は このﾡ種の取扱いに今後大 き い変化を及 

ぼすであらう。

しかし、この試験地の主要な意団はそのこととは無関係であって、 カシ類を主とする優良 

ﾡ炭林への誘導技術の抽出と その技徳 の技術的な効果の解明g あくまで この試験地の主要 

目標である。

そ の意味において この試験地がすでに生み出 した過去 1 6 年問の記録は極めて貴重な ので 

あ り、この種の択伐作業がコ ジイ を主体 とする林分か ら カ シ類を主体 と する林分への『導に力 、 

なり高V効果のある ことを示したことに注目 しなければならない。

この試験地の設置当時、その企書と実行に当つた私(小幡)は、 この種の択伐が:これ程効果 

がある と は思わなかつた。択伐に よ る カ シﾡ炭林への勝導は技術的には 決 して過少評価されて 

はならないという のが調査の結果受取つた私の卒直な M想である。

この試験地は今後更に保存され計苦的な調査が継続 られ、最終の結論が正 し く 打出される 

こと を希い且つ楽 しみに している ものである。

なお更に附言するなら、この試験地の主要な目的ではないと は言え、コジイの用材林とし 

この作業法の解明にや、この 映歌地は 将来間接的に 多 く の資料 を提供する に至る で あらう と,'•ご、 

われる。

最後に、こ試験地内 ある81 ・機は利別のし詳細1 なブ ナ j一c近く 林間歌場研F究 

店に掲載する予定であるから、希望の読者は これを参照サられる よ 5 にお願い して この稀の結 

びとする。
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